
解 答
【１】 Ａ・Ｂ・Ｅ問１

イ エ ウ問２ 唄 欝 蔚

ア・エ問３

ア・ウ・カ ア オ イ問４ 唄 欝 蔚 鰻

イ・ウ 両生類問５ 唄 欝

イ ウ エ問６ 唄 欝 蔚

【２】 ７５問１

８０ ７０問２ Ｑ Ｐ

４０問３

②・④・⑤ ２ １５０ １９２問４ 唄 欝 蔚 鰻

【３】 ア ウ キ問１ 唄 欝 蔚

ウ イ ア エ ２３.０ ２２.０問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７

１２０ ２４.０問８ 唄 欝

【４】 ②・⑤・④・①・③・⑥問１

④ ③ 北 イ問２ 唄 欝 蔚 鰻

イ ウ問３ 唄 欝

クレーター イ問４ 問５

５８.８ ２.８問６ 唄 欝

解 説
問４ 棒Ｂの両端を支えている糸Ｒ・糸Ｑには，同じ大きさの力がかかります。【２】 唄

糸Ｒ・糸Ｑにかかる力の大きさを１として，棒Ａの左端を支点と蔚

するてこのつり合いを考えると，（図）のようになります。そこで

「１×１０＋１２０×３＋３０×４＝１×６０」の関係が成り立つ

ので，１×５＝４８０より，糸Ｒ・糸Ｑにかかる力の大きさはそれ

ぞれ９６ｇ（４８０÷５）です。上下のつり合いから，糸Ｐにかか

る力の大きさは１５０ｇ（９６＋１２０＋３０－９６）です。

棒Ｂは両端を９６ｇの力でささえられているので，棒Ｂの重さは鰻

１９２ｇ（９６×２）です。

問６ 表の結果から，塩酸Ａ３０ｇと水酸化ナトリウム水溶液Ｂ２０ｇが過不足なく中和し，混ぜたあとの水【３】

溶液の重さが１００ｇになるときの上昇温度は１.８℃であることがわかります。表で，塩酸Ａ５０ｇは水

水溶酸化ナトリウム水溶液Ｂと完全に中和する（水酸化ナトリウム水溶液Ｂがあまる）ので，混ぜたあとの

液の温度は３.０℃（１.８× ）上昇し，２３.０℃（２０＋３.０）になります。
３
５

問７ 塩酸Ａ９０ｇと水酸化ナトリウム水溶液Ｂ６０ｇが中和するので，混ぜたあとの水溶液の温度

は２.０℃（１.８× × ）上昇し，２２.０℃（２０＋２.０）になります。
３０
９０

２７０
１００

問８ 水酸化ナトリウム水溶液Ｃ６０ｇには，水酸化ナトリウム水溶液Ｂ８０ｇと同じ重さの水唄

酸化ナトリウムがとけています。したがって，塩酸Ａ１２０ｇ（８０× ）を加えると中性に
２０
３０

なります。

混ぜたあとの水溶液の重さが１００ｇになるときの上昇温度は１.８℃な欝 塩酸Ａ３０ｇが完全に中和し，

ので，４.０℃（１.８× × ）上昇します。したがって，最高水温は２４.０℃（２０
３０

１２０
６０＋１２０

１００

＋４.０）です。

問６ 直角三角形の６０度の角を利用して，５８.８cm（１００× ＝５８.８２…）となります。【４】 唄
１.７
１.０

盆地から見た太陽の高さが４５度なので，影の長さと盆地と山の頂との高さの差が等しくなります。し欝

たがって，２.８km（３５００÷１４÷２÷４５＝２.７７…）となります。
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（図）


